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【緒言】(Ca,RE)Fe2As2 (RE = La ~ Nd)は、40 K 以上の Tc(onset)を示す超伝導が報告されている[1]

が、超伝導体積分率が極めて低いことなどから、界面超伝導の可能性も指摘されている。我々

は、FeAs フラックス法により Pr,Co共添加(Ca1-xPrx)(Fe1-yCoy)2As2単結晶を作製し、その組成及

びポストアニールの超伝導特性への影響を調べてきた。前回の学会[2]では、x = 0.07, y = 0.02

の組成の試料が Tc1 = 32 K、Tc2 = 12 K の二段転移を示し、400°Cでポストアニールを行った

後に Jc (2 K, ~0 T)が ~1 × 104 A cm-2に達したことから、Tc2以下でのバルク超伝導発現を報告

した。一方、Tc2 < T < Tc1では超伝導体積分率が非常に小さく、界面等に由来する非バルク超

伝導であることが示唆された。今回、さらに組成を変化させた単結晶を作製し、低 Tc成分の

バルク超伝導が発現する条件を検討した。 

【実験】FeAsフラックス法により Pr, Coの添加量を変えた CaFe2As2単結晶を育成し、as-grown

単結晶を再度石英管中に真空封入してポストアニールを施した。試料の構成相や格子定数は

X 線回折、超伝導特性は SQUID磁束計を用いた磁化測定により評価した。 

【結果と考察】x=0.05, y = 0.02及び x=0.07, y = 0.02 試料は、400°Cでのポストアニールにより

Tc2 (~12 K)での超伝導転移が非常に鋭くなり、2 K での ZFC磁化から見積もった T < Tc2での

超伝導体積分率はほぼ 100 %で、さらに、これらの試料の 2 K, ~0 Tでの Jcは 104 ~ 105 A cm-2

であった(Fig. 1)。一方、y = 0.02のまま x = 0.10, 0.14 と Pr置換量を増やすと、Tc2での転移は

ブロードとなり、超伝導体積分率は 2 Kで 30~90 %であったが、Jc (2 K, ~0 T)は Fig. 1 に示し

たように極めて低い。CaFe2As2 では Collapsed 

Tetragonal 相が超伝導を抑制することが報告さ

れており[3]、Pr 置換量が高い領域で同様の現象

が起きている可能性がある。またいずれの組成

でも、as-grown 試料の Jc (2 K, ~0 T)は ~102 A cm-2

であり、バルク超伝導発現にはポストアニール

によるひずみの解消[4]も必要と考えられる。高 Tc

成分については、これまでと同様に全ての組成

及びアニール条件の試料で体積分率は非常に小

さく、界面超伝導など局所的な超伝導発現の可

能性を支持する結果となった。 
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Fig. 1  Jc -H curves for (Ca1-xPrx)(Fe1-yCoy)2As2  

single crystals. 
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